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スカイマークの決算概観（収支） 

 

5 月 9 日に発表されたスカイマーク（SKY）の 2013 年 3 月期決算における 

収支を概観した。 

 

 

 

1. 減益；営業利益は前期比 3 分の 1 の 47 億円 

 

① 供給座席数を＋20％増やしたが、営業収益は＋7％の伸びに留まり、他方営業費用が

+25％と大きく増えたため、営業利益は過去最高だった前期の 153 億円から、当期は 47

億円と大幅減益になった。 営業利益率は 5％。 

 

② 為替差益（30 億円）で経常利益の減益幅は緩和されたが、当期純利益は前期のほぼ半

分（38 億円）となった。 今期は 4 円（/株）を配当する。 

来期は、売上規模が約 100 億円増の 951 億円、営業利益は小幅ながら改善を、純利益

は若干の減益を見込んでいる。 

 

 

2. 搭乗率の低下に B/E の悪化が加わって収益性が低下 

 

① 平均搭乗率が、（前期）76.2％ →（当期）68.4％と大幅に低下したのが大きく影響。  

採算ラインを示す B/E（ﾌﾞﾚｰｸ・ｲｰﾌﾞﾝ利用率）が、（前期）61.4％ →（当期）64.6％と上昇

（悪化）したことも作用している。 

   搭乗率と B/E の差は、前期は約 15 ポイントあったが、今期は約 4 ポイントに縮まった。 

 

   ② 搭乗率の低下； 路線全体にわたって低下傾向がみられるが、搭乗率の低い路線割合

が高まったこと（路線構成の変化）も大きく影響している。 

 

   ③ 収入単価は前期並み； 発着旅客当りの平均収入は前期なみの約 12,600 円。 

      LCC 等他社との競争で低価格が拡大していることを考慮すると、比較的高いレベルの運

賃旅客も多かったのであろう。 

      座席コストは上昇； 前期に8,000円を切っていた座席コストが再び上昇して 8,138円とな

った。 

      収入単価横ばい＋座席コスト上昇によって、B/E が+3.2 ポイント悪化した。 
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   ④ 1 便当りの収支； 収入は前期より約 18 万円減って 155 万円。 

      費用は約 6 万円増の 146 万円、その結果、便当り利益は 24 万円減の 8 万円。 

      一昨年の利益 35 万円と比べると収益性は大きく後退。 

 

 

 

3. 高需要路線外への規模拡大（路線構成比の変化）が搭乗率低下に作用； 

 

① 路線別搭乗率； 高需要で収益性の高い 4 大路線路線（羽田＝札幌、神戸、福岡、沖

縄）の搭乗率は（前期）89.8％ →84.4％と 5.4 ﾎﾟｲﾝﾄ低下。 

   LCC との競合が多い成田・関空路線の搭乗率は 57.7％ →53.2％と 4.5 ﾎﾟｲﾝﾄ低下。 

   その他の路線は 66.5％ →62.4％と 4.1 ﾎﾟｲﾝﾄ低下。 

 

   総平均では 76.2％ →68.4％（▲7.8 ﾎﾟｲﾝﾄ）とどの路線よりも大幅に低下したが、路線構

成の変化が大きく関係している。 

    

② 4 大路線の座席シェア（構成割合）は全体の 36％に低下。 

   成田・関空路線は 21％を占め、その他の路線も 43％を占めるようになった。 

   4 大路線の座席が 85％を占めていた 2009 年度とは、路線構造が大幅に変化。 

 

   しかし広範に拡大した事業構造下で、5％の営業利益率は決して低いものではない。 
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    《グラフ 3》 搭乗率（％）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    《グラフ 4,5》 路線別座席数（千席）と構成割合（％）の推移 

      

座席数の推移（千席）          座席の路線構成割合（％）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （注）図表は、SKY の公表資料をもとに航空経営研究所で加工したもの。 
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